
心に寄り添う 小児医療を目指して
2012年5月1日に熊本赤十字病院こども医療センターが開設され、早いもので10年が

過ぎました。この10年の間に、小児科医の増加、PICU（小児集中治療室）開設、小児
救命救急センター認定、小児特定集中治療室管理料算定、搬送システムの確立、熊本地
震、令和2年7月豪雨、COVID-19、少子化、働き改革など小児医療にとって様々なこと
がありましたが、当院のスタッフ一丸でやって参りました。
こども医療センターでは、当院の基本方針である救急医療を継続し続けていますので、
今後もご相談頂けますと幸いです。一方、小児専門診療は近年、消化器、腎臓、循環器
に特に力を入れております。消化管内視鏡検査、血液浄化療法、腎移植、心臓カテーテ
ル検査、気管支鏡検査なども安全に施行できる体制になっております。また小児在宅医
療支援外来（すこやか外来）も始めました。

救急のみならず、小児専門診療にも注力
する熊本赤十字病院小児科は、次の10年に
向けスタッフ一丸となって地域に貢献して
参りたいと思いますので、引き続き叱咤激
を頂きますよう、今後ともよろしくお願い
申し上げます。
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